
「職員のための市民参加推進の手引き（仮称）」のイメージ（案）

	分　類
	内　　　　　　容
	備　　考

	趣旨
	(1) 市民の市政への参加を進めるに当たっての手引き

※　市民活動編については，翌年度以降に作成

(2) 市民参加の理念，実務上のルール，ノウハウやコツを盛り込み，市政運営の根幹である市民参加を全庁挙げて推進していくためのもの。
(3) 職員が市民とどう向き合うかということだけでなく，職員同士が部局を越えて連携して市民参加を推進していくために必要なことも盛り込む。
	

	対象
	(1) 市職員向け

(2) 市民参加の事業の実務担当者のみならず，その上司や部下などのラインの職員，予算担当者などの周りの職員などにも意義や根拠が理解できるようなものに。
	

	体裁
	(1) イントラネットに掲載し，必要に応じてプリントアウトして冊子として活用することのできるものに。

(2) デザインも見やすいものに。インデックスをつけるなどの工夫も。
	

	構成
	(1) 審議会やパブコメなど，市政への市民参加を保障する制度を職員が理解し，活用できるためのもの（現行の市民参加ガイドラインを見直して「手引き」に載せるもののピックアップとブラッシュアップ（改訂や加筆）

　※　「１５のチェックポイント」を現状に合わせて修正　など

 (2) 様々な参加の場面（区基本計画の策定，同計画の推進，土木建築（公園づくり，道路改善，建築協定や地区計画策定，景観計画における参加など）における成功例と失敗例の紹介と解説

　※　ＰＤＳのステップにおける参加の実例と職員の動き方の解説

(3) 「なんで市民参加なんかしないといけないの？」という担当者以外の事務方からよく出るボヤキへの答え（それに加えて歴戦の職員やまちづくりアドバイザーからのメッセージや，逆に参加を経験した市民からのメッセージなども）

　※　市民との信頼関係の作り方や，どのような作法や発想を大事にしてきたか，こういうときは最低このようなことを押さえよう，ポイントごとにこれだけは確認しよう，など。

(4) 市民を巻き込んで議論し，提案を引き出す仕組みの活用について

　※　委員自らが課題を抽出し，議論し，行動する１００人委員会で得られたノウハウを，各局・区等で取り組む施策・事業にいかしていくことなど。100人委員会の動き方が当たり前の作法となるようなものになるような記述を。

(5) 市民参加カルタ，ボードゲームなど楽しんで学ぶことのできる付録
	

	内容の工夫
	(1) 読みやすく，楽しみながら学べるものに。

(2) ノウハウやコツは分かりやすく楽しく，ルールはきっちりと。

(3) 直感的に分かるようなもの，答えを導き出せるもの。
	

	作成の過程での工夫
	(1) 職員ワークショップを行い，職員のニーズを聞く。

　※　様々な立場の職員を集めて実施。できれば研修の効果も期待。
	

	作業の分担
	(1) 現行の市民参加ガイドラインの6ページ（主に市民参加の考え方）までをフォーラムで議論し，修正作業を行う。職員ワークショップの成果もここにいかす。

(2) 7ページ以降（主に具体的な手法や資料編）は事務局で修正作業を行う。ただし，現行のガイドライン作成以降にワークショップなど以外の手法の蓄積がされているので，これについてはフォーラムも関わって作業を行う。

(3) 誰にインタビューを行うかのリストアップは，事務局が案を用意する。
(4) ワークショップについては，松尾さんに，誰を対象にどのようなテーマで実施するかの案を複数のパターン用意してもらう。
	

	その他の課題
	(1) トップダウンで下りてきて，市民参加をいかせなかった事例への対応について，手引きに盛り込むか，又は研修の事例として活用するかは，今後検討。
	


※　下線部は，第２回部会での議論を踏まえて追記した箇所
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